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どう変わるのか、これからの自動車

電気化よりも軽量化・効率化が世界的な潮流に
アジア太平洋地区のエネ需給見通しで指摘

アジア太平洋経済協力（ＡＰＥＣ）の付属
機関、アジア太平洋エネルギー研究センター
（ＡＰＥＲＣ）がこのほど、「ＡＰＥＣエネル
ギー需給見通し第 5 版」をまとめました。Ａ
ＰＥＣは米国、ロシア、中国、ＡＳＥＡＮ各国
などアジア太平洋地域の 21カ国・地域が加
盟する経済協力の枠組みで、経済的には世界
のＧＤＰの約半分を占めています。
影響力が大きいＡＰＥＣ地域のエネルギー

需給見通しは、エネルギー資源の有効利用や
地球温暖化防止などの観点から 2003 年以
来定期的に取りまとめられてきました。
2035 年までの長期を見通した今回の第 5
版もこの一環で、エネルギー利用の効率化な
どは順調に進んでいますが、地域の経済発展
にともなうＣＯ 2 排出量増加は避けられず、
その対策が課題と指摘しています。
とりわけ重要になるのが、交通機関のＣＯ

2 排出抑制です。都市の交通体系の見直しと
ともに、自動車そのものの排出削減が課題と
フォーカスしています。通常は走行でＣＯ 2

排出をしない電気自動車（EV）、燃料電池自
動車（FCV）へ転換を促すことが必要になる
と思うのですが、ＡＰＥＲＣのレポートでは、
ボディー材料の 50％以上に炭素繊維（カー
ボンファイバー）を使い超軽量化した「高効
率自動車」普及がＣＯ 2 排出削減では効果的
との見解を示しました。今の日本の路線とは
ちょっと異なるようです。
ではなぜＥＶ、ＦＣＶのＣＯ 2 削減効果が
相対的に低いというのでしょうか。それは電
気の供給源にあります。
ＦＣＶ用の燃料・水素も水素そのものが地
上に存在するわけではありません。水を分解

して水素を得るのですが、分解には大量の
電気が必要になります。ＥＶもＦＣＶも電
気がもとで、電気をどのようなエネルギー
資源から生みだすかが問題になるのです。
原子力、あるいは風力、太陽光などの再生
可能エネルギーではＣＯ 2 排出はないので
すが、原子力発電は福島原発事故以降世界
的に足踏みしていますし、また再生可能エ
ネルギーだけですべてをまかなうことはで
きません。結局、原油、石炭、天然ガスから
電気を得なければならず、ＥＶも、ＦＣＶも
ＣＯ 2フリーとはならないのです。
それ以上に自動車

の燃費効率を高めた
「高効率自動車」の普
及が必要になるとし
ている点が、需給見
通しの大きな特徴で
す。高効率自動車と
いうのは、決して日
本で普及が進んでい
るハイブリッド車で
はありません。カー
ボンを利用してボ
ディーの軽量化を
図ったり、ダウンサイ
ジング技術でエネルギー利用効率を高めた
りしたものです。カーボン利用はボディー
の約半分というのですが、現行モデルには
ない超軽量化を図った自動車になります。
日本では中・長期的な見通しをもとに急
速充電スタンド、ＦＣＶ用の水素ステーショ
ンの整備を進めようとしています。世界的
な潮流と矛盾しているのですが、この違い

は日本と世界の視点の差にあります。自動
車の将来像を考える時、一次エネルギーの
供給を海外に依存する日本では、この依存
度をどう下げるか、とくに石油を消費しな
い自動車に焦点があてられます。
しかし、世界的にみれば自国で一定の一
次エネルギーをまかなえる地域が多いので
す。北米でさらにシェールガス開発が進め
ば、このガスエネルギーで自国のエネル
ギー需給がまかなえます。こうした差が自
動車の将来見通しのシナリオにも影響して
います。

さて中長期的にどちらに向かうのか、世
界の潮流は電気化よりも軽量化へと進んで
いきそうです。その一方で日本の政策が大
きく方向転換することはなさそうです。
輸入車も扱っていくアフターマーケット

の現実としては、電気化とともに素材の変
化も見逃せません。普段からの勉強や情報
収集が不可欠ということです。

炭素繊維を多用した化学メーカーのコンセプトカー
ＣＯ 2 削減効果はＥＶよりも高いという

電気化か軽量化なのか、ＣＯ2 排出削減の要求にともない自動車の将来はどうなるのでしょうか。
日本では電気化優位の見方が主流ですが、世界の事情は違います。
中長期的に軽量化、ダウンサイジングを進める必要があると見ています。



自工会予測は474万台、前年を大きく割り込む予想
登録・軽とも販売団体予測は固めの読みに

2013年国内四輪車販売見通し

2013 年の国内需要見通しについて、日
本自動車工業会（自工会）は1月 31日に登
録車、軽自動車を合わせて前年比11.7％減
の474万400台との数字を発表しました。
通常は年末に発表されるのですが、総選挙
で新政権が発足したこと、自動車取得税・自
動車重量税がからむ税制改正議論の方向性
や新政権の経済政策が明らかになるのを
待っていたため、需要予測の発表は大幅に
遅れました。
自工会予測の内訳は、登録車が13.2％減
の 294 万 4400 台、軽自動車が 9.3％減
の 179 万 6000 台となります。今年はエ
コカー補助金による需要の盛り上がりがな
いために大きく落ち込むと見ているのです
が、そのなかで軽自動車は節約志向が下支
えとなり、ふた桁の落ち込みにはならないと
予想しています。
自工会予測は生産メーカーの団体として
の予測です。これに対して、日本自動車販売
協会連合会（自販連）、全国軽自動車協会連
合会（全軽自協）のそれぞれの見通しを合わ
せると、総市場は 456 万台となります。販
売側の見通しは生産側より18 万台少なく、
さらに厳しい市場となると予測しています。

違いは発表のタイミングにもあるのです
が、自販連による登録車販売予測の発表は
昨年 12 月、昨年実績より 40 万台少ない
280 万台との数字を示しました。一方、全
軽自協による軽自動車需要予測は同11.1％

減の 176 万台、自工会発表
とほぼ同じタイミングで 2 月
1日に発表されました。厳し
い数字であることに変わりは
ないのですが、スズキ、ダイ
ハツ工業の主力車種にモデル
チェンジが予定されているこ
となどから、登録車よりは下
げ幅は少ないと見ています。
さらに軽自動車販売への手応
えを感じている販売店も多
く、昨年同様軽自動車は「190
万台を突破する」と強気に考
えていると言われています。

さて市場はどう動くのでしょうか。国内自
動車販売は昨年12 月に底を打ったという分
析も出ています。総市場は昨年12 月に前年
同期比 3.1％減の 33 万 8500 台となって
後、今年になって 1月同 7.8％減の 38 万
3500 台、2 月同 8.1減の 47 万 7362 台
と推移しています。エコカー補助金がなく
なったことで落ち込んではいるのですが、1
月販売は 2007 年、2008 年のそれを上回
る実績となっており、月ごとの販売水準とし
ては悪くないペースで推移しています。
経済的に明るい雰囲気はあるのですが、気

になるのは円安が進み、その影響でガソリン
価格が上昇していることです。さらに自動車
損害賠償責任保険の料率引き上げも 4 月に
予定されています。新車販売の下振れ要因は
けっこうあり、近く発表される2013年度（4
～ 3 月）見通しでの変化を注目する必要があ
ります。

2013年四輪車国内需要見通し （自工会、単位＝台）
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先が見えにくくなった新車販売

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果はNGP協同組合独自のCO2排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を200回繰り返し使用することで削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

25.4 tNGP 平成25年1月： NGP 1月からの累計：

※ NGPをはじめとしたリサイクル部品販売事業12団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト　
部品を利用することで達成できたCO2の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

11,561tNGP 平成25年1月： 6,375 t NGP 1月からの累計： t6,375

25.4 t



高齢者の交通事故死者数は過去最高記録を更新自工会予測は474万台、前年を大きく割り込む予想
登録・軽とも販売団体予測は固めの読みに

2012年の交通事故の特徴などを警察庁がとりまとめ

次世代リーダーの育成を進めます
ＮＧＰのニューフェイス、青年部会を立ち上げ

ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組
合は次世代リーダー育成を目的に「青年部
会」を立ち上げました。組合員各社の事業継
承者・その候補者に参加してもらい、相互

研さんを重ねてＮＧＰの次期リーダーとな
る人材育成を進めます。
青年部会には 18 社 18 名が名乗りをあ

げています。すでに各社の経営トップを継
いで会社の顔として活躍し始めているもの
もいれば、これから事業を継承するために
各部門で修行を続けているものまで、参加
者の立場はさまざまです。18 人は 3 班に
分かれ、自動車リサイクル部品業界が発展
するためにはどのような取り組みが必要に
なるかを班ごとに協議し、テーマを選んで
集中して勉強することにしています。
どのような事業でも事業継承は大きな課
題になります。ＮＧＰ協同組合では約10 年

警察庁は 2012 年の交通事故の特徴と交
通違反の取り締まり状況をまとめました。
2012 年に発生した交通事故件数は 66 万
5138 件で、前年に比べて 3.9％減、件数
で 2 万 6918 件減少しました。発生件数は
8 年連続で減少しており、死者数（24 時間
以内）も同 5.4％減の 4411人でした。し
かし死者数に占める 65 歳以上の高齢者の
割合は上昇しており、昨年は 51.3％で過去
最高となりました。
交通事故死者数は 2001年以降一貫して
減少しています。その要因について警察庁
は、①シートベルト着用率の向上、②交通事
故前の車両速度の低下、③悪質・危険性の

高い事故の減少、④歩行者の法令順守―を
あげています。シートベルトの着用率は
1993 年以降ほぼ毎年向上、2008 年以降
90％台で推移して昨年は 93.8％でした。
昨年データでみると、シートベルト着用者の
致死率は非着用者のおよそ14 分の 1とな
り、シートベルト着用による高いダメージ軽
減効果が認められるとしています。
さて高齢者の死亡事故ですが、年齢別の
分析で自動車乗車中、歩行中など、自動二輪
車運転中以外のすべての状態で高齢者が最
多となっています。また、高齢者の死者数を
状態別にみると、歩行中が 49.0％で約半
数、次いで自動車乗車中 26.1％、自転車乗

用中16.1％の順に多くなっています。それ
でも高齢者の歩行中の死者数は漸減傾向を
示しており、その一方で、自動車乗車中、原
付乗車中ではその死者数が増加傾向となっ
ています。
また、高齢者では運転操作ミスで死亡事故
が多発していることも特徴です。原付以上運
転者の高齢者（第1当事者）による死亡事故
を法令違反別にみると、運転操作不適が構成
率 15.8％と最も高く、次いで漫然運転
14.7％、安全不確認 10.1％の順になりま
す。高齢者以外のドライバーに比べて最高速
度違反で死亡事故を起こすことは大幅に少
ないのですが、運転操作不適で約 2 倍、一時
不停止で約 4 倍となっていることは高齢者
の注意点です。
このほか特筆すべきことは、全体的に事故
が減少傾向にある中で高速道路における死
亡事故は増加傾向となったことです。件数、
死者数ともに 3 年連続で増加し、2012 年
の死亡事故発生件数は前年に比べて 6 件増
の 196 件、死者数は 9 人増の 225 人とな
りました。
一方、道路交通違反の取り締り状況は、総
件数で1124 万 4568 件（点数告知件数及
び放置違反金納付命令件数を含む）となり、
前 年 に 比 べ て 2.5 ％ 減、件 数 で 28 万
5562件減少しました。しかし、無免許運転、
飲酒運転、最高速度違反、歩行者妨害、一時
不停止の重点違反は増加し、前年に比べ 4
万 6923 件、率で 1.1％増となる 429 万
1182 件でした。

にＪＥ（ジュニア・エデュケーション）という
ことで若手の経営者を育成し、現組織活動の
中心で活躍してもらっています。この次を担
う人材を育てていくことが、青年部会の取り
組みとなります。
自動車リサイクル部品業界は、自動車リサ
イクル法の施行とともに使用済車両の流通
構造が大きく変化し、お客様の要望に応え
るための素材確保に神経を使うようになり
ました。また、自動車そのものも地球温暖化
防止を目的に構造や使用する素材が著しく
変化し、こうした技術進歩への対応も不可
欠です。
このため青年部会のメンバーはＮＧＰのブ
ランドの維持・強化だけでなく業界の大きな
転換期というふたつの重荷を背負って、次期
リーダーとしての修行に取り組むことになり
ます。温かい声援をお送りいただければ幸い
です。初顔合わせとなった1月の準備会議

原付以上運転者（第１当事者）の主な法令違反別死亡事故件数 構成率
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（警察庁まとめ、2012年中）
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大石名誉顧問を囲んでＮＧＰの近況を報告

今期の重点活動方針を報告
原点に帰る取り組み必要に

大石名誉顧問宅を訪問

長谷川利彦理事長らＮＧＰ協同組合幹部
が 1月 26 日、大分県別府市の御自宅に大
石一彦名誉顧問を訪ねて、新年の挨拶とと
もに協同組合の現状や昨年 10 月の総会で
決定した今期活動方針について報告しまし
た。御自宅訪問には山田彰・中村昌徳両副
理事長、玉木基裕専務理事、島野敬監事が
同行しました。
大石名誉顧問は長らく御自宅で療養を続

けています。昨年は一時期体調を崩された
こともありましたが、今は元気を取り戻した
そうです。
定期総会で掲げた「直往邁進・強い組合

員を育てる、総員総力を結集しよう！」と
の方針の下、ＮＧＰ協同組合は組織活動に
取り組んでいます。長谷川理事長は現場主
義のコンサルティング活動・カイゼン塾に
着手したこと、さらに「お客様第一」などの
ＮＧＰの基本を改めて組合員に徹底し、Ｎ
ＧＰブランドの強化を進めようとしている
ことなどを名誉顧問に報告、さらにテレビ
ＣＭを全国放映し、リサイクル部品市場の
拡大のために率先して努力していることな
ど、近況を話しました。大石名誉顧問はこ
れらに静かに耳を傾け、うなずかれていま
した。

大石名誉顧問はＮＧＰオンラインシステ
ムの構築過程で病に倒れました。組合員各
社の代表者の世代交代が進み、名誉顧問と
直接触れあった経験を持たない世代が増え
ています。ＮＧＰの原点を継承するために、
改めて大石名誉顧問の足跡を振り返ること
がＮＧＰ協同組合に求められています。

多田自動車商会が兵庫県知事賞（優秀賞）を受賞
ひょうごクリエイティブビジネスグランプリで

兵庫県三木市の多田自動車商会（平田武
士社長）が「ひょうごクリエイティブビジネ
スグランプリ 2013」で兵庫県知事賞（優

秀賞）を受賞しました。
ビジネスグランプリは、兵庫県が県内の
中小企業活動の活性化につなげることを

目的とし、独創
的なアイデアで
事 業 を 展 開し、
業績をあげてい
る事業者を表彰
する制度で、昨
年から始まった
ものです。多田
自動車が中古自
動車を再生して
取り組んでいる
カーリース事業
の「リボーンカー
リース」が目にと
まり、県知事賞
を射止めました。

2 回目となる今回のグランプリは県下か
ら 44 社の応募がありました。「ビジネスグ
ランプリに応募したのはたまたまのことで、
とんとん拍子に県知事賞 4 社の中に入るこ
とになりました。リボーンカーリースは永
田プロダクツ（山形県酒田市）の永田則男社
長が始めたアイデアですが、こちらで取り
組み始めたところ地元の経済誌やテレビに
取り上げられ、時代にあったビジネスとし
て注目されました」などと平田社長は話し
ています。
中古車と中古部品を活用した同社のリ

ボーンカーリースは、1カ月単位で契約でき
る低額で手軽なカーリースとして地元ユー
ザーに評価され、貸出車両も 100 台を超え
ました。東日本大震災の影響で新車生産が
遅延したとき、新車納入までのつなぎに利
用するお客様も多く、リボーンカーリースは
さまざまな場面で活躍しています。

井戸敏知事（写真前列中央）を囲んで
多田自動車の関係者が記念撮影

１月２５日、佐藤商事（新潟県村上市）佐藤正晴代表取締役のご母堂、佐藤ハルイ（さとう・はるい）様がご逝去されました。享年98歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。


